
●「人の関わり」をデザインする作法

  ▼「生活の場」としてのオフィスづくり「人の関わりをデザインする作法」「オフィスにおける失敗の科学」「失敗しないオフィスづくり」
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“Work-Life Balance”in the Office
「生活の場」としてのオフィスづくり

「日本人の生活文化」を支えてきたたくさんの素材が
無機質なオフィスを居心地のいい空間に変えてくれる

人間主体の知的創造活動に最も適したワークプレイスは、
従来のオフィス概念を打破するところにあった

これまで、主に設計思想の部分から「生活の場」としてのオフィスづくりについて解説
をしてきました。大切なのは、「オフィスはこうでなければいけない」といった先入観
を捨て、居心地のいい空間を実現するために自由な発想をすることです。たとえば住
宅における空間づくりのノウハウを大胆に導入したり、機能や用途を固定しない「ゆ
らぎ」によって、職場環境は大きく変わってきます。そしてもう一つ、日本人が持つ伝
統的な感性に訴える素材や工芸品を活用するのも、生活の場としてのオフィスづくり
には有効です。「日本にはせっかく、くつろぎの空間をつくるためのアイテムが数多く
あるのですから、それを活かさないのはもったいない」と語る大倉清教氏の話は、オ
フィスの利用者にとってもわかりやすいのではないでしょうか。

●「生活の場」としてのオフィスづくり
・08年III号 「生活空間」は一人ひとりの個性を尊重し、コミュニケーションを主体とする場づくりから生まれる・08年II号 人間主体の知的創造活動に最も適したワークプレイスは、従来のオフィス概念を打破す
るところにあった
●「人の関わり」をデザインする作法
・07年IV号 「組織と個人」の関係性を考えていくこともコミュニケーション戦略として重要になる・07年III号 「知的生産」に結びつくコミュニケーションは「自律・協調」の場から生まれる・07年II号 コミュニケ
ーションの本質を知ることから「オフィスづくり」をスタートさせよう！
●オフィスにおける「失敗」の科学
・06年VI号 次世代型オフィスへの変革は経営資源としての人材を認識することから始まる ・06年III号 失敗がわかりにくい日本のオフィスと失敗を恐れすぎるアメリカのオフィス ・06年II号 失敗から目をそらし
たり、失敗を恐れるのではなくそこから何を学べるのか考えるべきだ！
●失敗しないオフィスづくり
・05年VI号 知的情報を協創共有するオフィスを使いこなすには、日本の伝統文化が参考になるであろう ・05年 III号 オフィスの満足度も会社への帰属意識もキーワードはコミュニケーションだった ・05年II号
時間軸を加えた「四次元デザイン」でオフィスの性能を最大限に発揮 ・04年10月号 専門家を活用するためには「審査する側」にも充分な知識が必要 ・04年 7月号オフィスづくりには事前の綿密なオフィス
診断と入居後の評価が肝心 ・04年  4月号プロジェクトを理解できないと、「良いオフィス」はつくれない
●総務の悩み大研究
・03年11月号ゼロから始めるファシリティマネジメント ・03年 9月号リユースを進めることでコストを大幅に削減できる ・03年 7月号オフィスの環境や性能を保ち続けるには ・03年 5月号オフィスの三大問
題を一気に解消する方法とは？ ・03年 3月号突発的に発生したプロジェクトのコストを削減する ・02年11月号プロジェクトマネジャーによる手間とコストの削減 ・02年  9月号 施設分散の弊害の悩み
・02年 7月号 資産のオフバランス化と喫煙対策の悩み ・02年 5月号 オフィスの席替え ・02年 3月号 オフィスの合格点 ・02年 1月号 空調の悩み ・01年11月号 FMのコストダウンとアウトソーシング 
・01年  9月号 先進的で働きやすいオフィス ・01年  7月号 書類削減の悩み ・01年  5月号 オープンオフィスでワークスタイル削減 ・01年  3月号 オフィスマネジメントの悩み ・01年  1月号 レイアウト
の悩み ・00年11月号 経費削減の悩み ・00年  9月号 オフィスリニューアルの悩み ・00年  7月号 オフィス移転の概算予算 ・00年  5月号 流動化オフィスオペレーションとFM ・00年  3月号 戦略的
な総務とは ・00年 １月号 プロジェクトマネジメントの業務範囲 ・99年11月号 オフィスのリニューアル計画 ・99年  9月号 電子ファイリングのポイント ・99年  7月号 オフィス情報化の悩み ・99年  5月
号 社員のモチベーションアップの秘訣
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■「和」に込められたこころを知る
私たちが暮らす日本の生活は一見、欧米風でありながら、どこかに、「和」の
感性を持つデザインが不思議となじんでいることを感じている。オフィスの室
内デザインに「和」の要素を加えることで、感性豊かな生活空間として生まれ
変わる。

■もてなしの場に、虚飾でお迎えすることはあり得ない
もてなしの場は、主客はその空間においてお互いの感性を見出し、確かめ合
うところであるから、「和」のモチーフはイミテーションを避け、ホンモノでなけ
ればならない。

■オフィスには生活空間としての
  「和」の感性が求められている
優れた建築技術体系を築いてきた日本だが、オフィスには感性を豊かにする
試みと関心が少なく、無機的な空間ばかりを生み出した。しかし、これからの
生活空間としてのオフィスには人間の感性に訴求する要素が不可欠である。

■日本の伝統文化を守る担い手になるオフィスを
優れた日本の伝統文化も、需要がなくなれば失われてしまう。一般のオフィス
において、「和」の心を見出してオフィス生活に取り入れることで、少しでも自
分たちの国の文化を守ることができるのではないか。

「生活の場」としてのオフィスづくり ● はやわかりメモ

第3回

 

居心地のいい空間をつくる

「究極の技」は和のおもてなし

　私は、いままで多くのオフィスづくりを手掛けてきましたが、常に持ち続

けたテーマは「そこにいる人にとって居心地のいい空間」をつくることで

した。オフィスワーカーはもちろん、訪れてくるお客さまにも気持ちよく過ご

せる気配りをすることが、結果的に企業の業績アップにつながる。その

ため、この連載でも採りあげたような様 な々試みをおこなってきました。

　その中で最も自然に受け入れられるのが、「和」のこころづかいとし

ての設え、つまり日本の伝統的な文化であるお華やお茶でもてなす「場」

に使われる間取りや室内装飾の考え方をオフィスに持ち込むという発

想でした。

　たとえば、エントランスの一画に植物を配置して快適空間を演出す

る際に、通常は観葉植物を置きます。それだけでも「場」は改善され、く

つろぎを感ずるものですが、もう少し工夫して石や竹などで小さい庭（坪

庭）をつくり、空間の演出をすると、その空気が一変して、明らかに和む

のですね。

　これは考えてみれば当然のことなのです。

　日本の庭は、私たちが日常的に接する身のまわりの自然を人工的な

空間の中に再現したものです。つまりそこには、日本で生活するものに

とって、最も安心できる原風景があるわけで、落ち着かないわけがありま

せん。

　しかし、決してむやみに和風の要素を取り入れれば、良いというもの

ではありません。

　自然を取り入れ、季節の移ろいを感ずる心を持って、もてなしや思い

やりの気持を表すことのできる「感性」がなければいけないのです。伝

統的な素材や技に込められた「心」を引き出し、今の私たちの生活に

取り入れる工夫ができるはずです。

　代表的なのは「和紙」の活用です。最近の都市生活では、本物の

障子や襖に囲まれた空間は少ないですが、それでも、和紙を透過させ

た淡い光で照らし、壁紙を和紙にすると「落ち着く」と答える人が多い

ところに、自然素材の魅力を感じます。やはり都市の中にあっても日本

の風土には、日本の文化や素材が適しているのでしょう。

　

　日本で暮らす人々は、昔からそれぞれの日本の風土に合った居心

地の良い空間を実現するためにさまざまなノウハウを蓄積してきました。

おそらく、今の日本家屋の基本となる平安時代の寝殿造の建物から

本格的に技術開発が進められてきたと考えますので、その歴史は千

年以上になります。近代的なビル（モダニズム建築以降）はせいぜい

百年程度ですから、文化的な厚みは全然違います。ところが、近代的

なビル建築においては、便利で効率優先の欧米式オフィスのコピーを

生むことに躍起になっていたので、日本の風土とは無関係で機械的

な設備で内部を閉じこめ、無機質、無国籍といっ

た内装が主流を占めていました。

　オフィス空間では、季節の変化で癒しやもてな

しを表現するといった発想はなく、私たちはそんな

伝統的な文化の恩恵を受けることもありません

でした。

　効率優先の弊害が明らかになりつつある現

代において、空間の曖昧さの中でイマジネーショ

ン（思索）でき、内面的なあそびやゆとりの中に

感性を見出すことのできる「和」の設えこそが、

必要となっているのではないかと考えます。　

おもてなしの空間で大切なのは

ホンモノへの徹底的なこだわり

　もちろん、近年の高層ビルには木造建築はなく、

その内装材も耐火仕様で、防炎のために不燃

材料を使用することを余儀なくされます。ビルを

取りまく環境もさることながら、ビル自体をすべて

伝統工法で建てることはできないので、「和」の

デザインは部分的な工夫でメッセージを表現する

ことになります。「和のこころ」は、無機的な近代

建築に潤いをもたらす「究極の技」である一方、

充分な知識や経験がないと、とってつけた悪趣

味になりかねない禁断の木の実でもあるのです。

　そのような空間に「和」を持ち込むにあたって、

前提条件として守りたいことがあります。それは、可能な限り「ホンモノ」

へのこだわりを持つことです。

　あたりまえの話ですが、大切なお客さまにお茶を出す場合、樹脂の

湯呑み茶碗は使いません。飾りに置くものも、文化財や歴史的名品

の複製などもってのほかです。素材を含めてニセモノでは、虚偽を見

抜かれた際には、せっかくのもてなす人の気持まで疑われてしまいます。

　たとえ無名な作家の茶碗であっても、こころを込めてつくられたものを

使ったほうがよほど良い。先ほど触れた坪庭にしても、季節感のないメ

石や竹などでつくった小さい庭（坪庭）の例。




